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本稿では，ユーサ可こ対するニーズ調査において動画像を効率的に利用するシステムLo-FiScriptwriterについて議論する.

Lo-Fi Scriptwriterでは，要求調査者とユーザがシステム利用状況の記録とインタビュー撮影の途中に注釈や解説を加え

ることができ，煩雑な編集作業を行わずにデザインに対する議論を継続できる.したがって，多様なインタラクションをデザ

インするような場合に有効である.Lo-Fi Scriptwriterの開発では，形成的評価の一環として実際のデザイナ2名による利用

評価を実施した.本稿ではその利用評価についても述べる.
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This paper repo巾 Lo-FiScriptwriter. a design suppo吋 systemfor video-based participatory analysis of user needs. 

Lo-Fi Scriptwriter a110ws users and requirements an叫yststo annotate during interview and observation. It a1so reduces 

complex video-editing tasks to concentrate on discussion on the design under review. As p田tof fonnative evaluation of 

the Lo-Fi Scriptwriter design. two professional designers use the prototype of Lo-Fi Scriptwriter. This paper discusses 

the evaluation result. a1so. 

1.はじめに

システム開発の初期段階では，対象ユーザの要求やニ

ーズを調査して記述する.この段階での調査結果は，主

に文章や形式的記述法，図表の形式で記述される[1].し

かし，ユーザインタフェースを利用しているユーザの行動

(インタラクション)を記録する場合，静的な記述だけでは

不十分である.具体的には，ユーザの操作とシステムの応

答という一連のイベント，そして，操作や応答が起きるたび

に変化するシステム状態を表現しなければならない.また，

ユーザとシステムの周辺の状況(コンテキスト)やエラー情

報も含めて記録する場合には，記述すべき項目が多すぎ

て，すべて文書に記録することは不可能である.このような

状況では，静的な記述に，ビデオのような動画像が併用さ

れる.動画像を利用することでシステムの利用状況を直接

的に記録することが可能になる[2].

一方，紙に代表される静的な記述媒体と比べて，動画

像は記述の容易性や一覧視性に問題がある.例えば，動

画像をデザインに利用する場合には，通常，時間と手間を

かけて必要な動画像だけを編集する.説明文が必要であ

れば，編集の過程で挿入することになる.つまり，注釈を

手軽につけることが難しい.また，紙片やカードであれば，

複数枚を机上や壁面上に配置して，全体を眺めながら比

較検討することができるが，動画像の場合は，映像の表示

装置が必要になるため，紙片やカードほど柔軟に配置・再

配置を実現することはできない.

以上の背景から本研究では，システム開発の要求分析
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過程で，静的記述と動画像を柔軟に扱う手法を検討する.

具体的には，次の 3つの特徴をもったシステム Lo-Fi

Scriptwriterの構築を目指す.

1. 動画像を簡単に取り込めて，その場でユーザから

直接コメントを得ることができる.

2. 動画像に注釈や絵を組み合わせ，インタラクション

を忠実に表現するプロトタイプを低コストで作成で

きる.

3. 動画像をカードのように2次元空間に配置できる.

以下，本稿では，第 2節で要求分析作業における動画

像の利用法を議論する.第 3節で Lo-FiScriptwriterの

特徴を説明し，第 4節でその利用評価について述べる.

最後に，第 5節で論文全体をまとめ，今後の課題を挙げ

る.

2.要求分析における動画像の利用
要求分析で用いられる調査手法，特にユーザ自身が分

析作業に参加するユーザ参加型分析[3]に用いられる調

査手法での動画像の利用方法を紹介する.そして，動画

像の効率的な利用を妨げている問題点を挙げ，上に挙げ

た3つの特徴をもっシステムがそれらの問題点をどの様に

解決するか説明する.

2.1.文脈における質問

要求分析の初期段階では，ユーザがシステムに対して

もっている要求や不満を聞き出すために，実際の作業の

現場での聞き取り調査(インタビュー)や，活動内容の観察

が行われる.このとき，インタビューや観察の過程をfあり

のままJに記録するために，ビデオカメラが使われることが

多い.

調査の過程で得られた動画像に含まれる多くの情報を，

デザインに利用するためには，撮影したピデオを分析作

業に適するように編集加工する必要がある.もしこの作業

が極めて短時間のうちに実現できれば，分析作業での動

画像の利用が効率的になるだけでなく，ビデオに映し出さ

れている対象物や事象の意味について，聞き取り調査や

観察の最中に現場で本人に質問して注釈をつけてもらう

ことができる.すなわち，ビデオを利用した文脈における質

問を行なうことが可能になる.

2.2.プロトタイピング

開発中の新システムとユーザが望んでいるものとが合致

していることを確認するために，プロトタイプを使った評価

が行なわれる.プロトタイピングはシステム評価の手法であ

り，プロトタイプを旧システムとみなし，旧システムを利用し

ているユーザの要求分析を行ってb、ると解釈できる.

完成に近いプロトタイプは評価するユーザに具体的な

イメージを伝えることができるという利点がある.しかし，開

発が進んだ段階でなし立プロトタイプを準備できないとし、ぅ

欠点がある.

一方，紙に番かれた画面イメージのようなlow-fidelityな

(つまり，厳密性の低い，ハイファイでない)表現のプロトタ

イプ[4]は，実装がほとんど行われていない開発の初期段

階から利用できる.したがって.low-fidelityなプロトタイプ

を使って要求を確認し，ユーザの意見を初期段階で反映

することができれば，開発の後工程で軌道修正するよりも

コストが少なくて済む.しかし，紙に書かれた画面イメージ

と実際の画面イメージでは表現の忠実さに差があるため，

デザイナが考えているシステムがユーザに十分伝わらな

い可能性がある.

そこで，システムのインタラクションを忠実に表現できる

動画像と，低1t'::Jストで概要を伝えることができるスケッチ

を組み合わせることができれば.low-fidelityでありながらイ

ンタラクションを忠実に表現できるプロトタイプを作成でき

ると考えられる.

2ふピデオプレインストーミング

システムの機能に関する問題点を発見したり，新しいア

イデアを創造したりするような場合には，システム開発の初

期段階でプレインストーミングが利用される.プレインスト

ーミング作業では，紙やカード，ポストイットノートが通常利

用される.ここでも，システムの新しい使い方，すなわちイ

ンクラクションを表現する場合には，身振りや手振りを使っ

て表現されることが多く，この状況を的確に，しかもすばや

く紙に書いてカードとして利用することは極めて困難であ

る.したがって，この点でも動画像の利用可能性が想定さ

れる.動画像をあたかもカードのように取り扱い，カードの

ように自由にコメントづけができれば，動画像を用いたプレ

インストーミングが実現できる.

また，アイデアの表現に先のプロトタイピングで触れた

動画像とスケッチによるプロトタイプを利用することもできる

[3].アイデアが頭の中にある本人以外は，まだその場に

存在しないシステムのインタラクションを想像することは難
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しいしかし，先の手法を使えば実物が存在しない段階で

もイン空ラクソヨンを忠実に表現することができる

3.ビデオブレインストーミング支援システム

3.1.プロトタイプ

ハードウェア

Lo-Fi Scriptwriterは Microsoft.Windows XP Tablet PC 

Editionに対応した東芝製ノートPC(DynasookSS 3500)上

に実装されている TabletPCは'屯磁誘導方式を使ったベ

ンタブレットを内蔵している専用のベンは通1i~'マウスカ­

Yノレの操作に利用されるが，対応アプリケーション:17トで

あれば液晶画面にベンで手おきの文字や図を入力するこ

とができる PDAなどで使われている感圧方式とは異なり，

液晶図面に手が触れてもポインタには影響しない

DynaBook 5S 3500はベンとキーボードを同時に利用で

きるノート PC形状と，相Lや膝の上でペン入力中心の1.，作

を行なうためのタブレット形状から lつを選択して使用する

ことができる図 lにベン入力にjsiしたタプレγト形状にし

てLo-FiScriptwriterを使ってbも僚子を示す

図1.Tablet PC上に実装された Lo-FiScriptwritel 

yフトウェア

Lo-Fi Scriptwriterのプロタイプは MicrosoftVisual 

Studio .NETの C鈴君臨で実装したソースコードは約

2，000行である動蘭似を扱うために DirectShowを用いた

また，手書き入力を処理するために MicrosoltTablet PC 

Platfol1n SDKを利用した

Lo-Fi Scriptwriterのグラフイカノレユーザインターフェー

スを図 2に示す (1)にはツーノレボタンが配位されている

ここでベンを入力モード，消去モード，選択モードに切り

終えたり，ビデオクリップを再生したりする.(2)は Lo-Fi

Scriptwriterに取り込まれたビデオクリップの表示，織作を

行う作業領域である (3)にはビデオクリップと手世きの注

釈や絵を同時に扱う動画カードである

メインウインドウはル101形式になっており，複数の動画カ

ードを作業領域に配位できるようになっている作業領域

における動園カードのサイズと位低は1i~'に保存される

臨
p .~~ 

図2.Lo-Fi Scriptwriterのグラフイカノレユーザインターフェ

ース(1)ツーノレバー，(2)作業領減，(3)動画カード

Lo-Fi Scriptwriterにビデオクリップを取り込むと動岡カ

ードが作成される.動画カードにはビデオクリップの先頭フ

レームの抑止画とベンで入力された手むきの注釈が同時

に表示される ビデオカメラやファイノレから Lo-Fi

Scriptwritclに取り込まれた直後のビデオクリップは全編が

1つのシーンとして扱われ，そのシーンに対応する動画カ

ードが新規作成される

動画カードの中央には，図3のようにシ-/の先頭フレ

ームの静止画が表示される.m，止画の周辺の余白は，注
釈を書き込む領域であるここには，シーンの要約を書き

込み日J画像として再生するだけでは伝わらない補足情

報を注釈として付け加える

五人主

戸角川二一 ι } ー

〈フ

1・Jノ

図3 即j岡カードの余白に型肋渇れた注釈

ビデオクリップの詳細を確認したい場合，対象となる動
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画カードを選択した後にツールパーの再生ボタンを押す

図4で示すように動画再生ウインドウ(A)が画面中央に表示

され，選択されている動画カードに関i!Il付けられているビ

デオずリップが再生される動画再生ウインドウには，ビデ

オクリップだけでなく，動E酉カードに舎かれている注釈も重

ねて表示される.

国

フ

3 
(41 

図4 ヒ'デオクリップの再生と同期して表示される手性きの

注釈 (A)動画再生ウインドウ， (1 -4)動画カード

ピテ.オクリップに被数のトヒ・ックがあり， 全体を lシーンと

して扱うことが適切でない場合E ビデオクリップを複数のシ

ーンに分割することができる動画再生ウインドウでビデオ

クリップを再生して内容を確認し，次のトヒ・ックに移った瞬

間1にシーン分割ボタン(TabletPCの液晶図面横にあるハ

ードウェアボタン)を押す再生中のシーンが，ボタンが押

された時点の前後で2つのシーンに分割される

トピックが切り替わるごとにシーン分割ボタンを押せば，

各トヒツクに対応したシーンと，そのシーンを表示する動画

カード(1-4)が作成されるこのように，シーンごとにカード

を作成することで，ヒFデオクリップに記録されている内容を

一覧できるという利点が生じる

被数のシーンに分割されているビデオクリップの全体的

なイベントの流れを確認したい場合は，対象ビデオクリッ

プに関連付けられている任意の動画カードを lつ選択し

て，ツールパーの再生ボタンを押す図4では同一のビデ

オクリップに関連付けられている動画カード(1-4)のうち，

動画カード(1)を選択してビデオクリップを再生している様

子を示している.

ビデオクリップの再生位置が動画カード(1)に割り当てら

れてしもシーンを過ぎて，次のrrVJii!ITカード(2)に訓り当てら

れているシーンに移動すると，ビデオクリップに重ねて表

示される注釈も自動的に動画カード(2)のものに変更され

る このように，ビデオクリップとシーンと動画カードの注釈

は自動的に同期する

3.2使用方法

プレインストーミングで Lo-FiScriptwriterを使う手順は

次のとおりである (1)アイデアの内容を実品~して説明する

(2)その様子をビデオカメラで Lo-FiScriptwriterに取り込

む (3)取り込んだヒeデオクリップをνーンに分事11する (4)

各シーン対応した動画カードに，注釈やスケッチで補足情

報を迫加lする (5)プレインストーミングを2時間程度行った

後， KJI去を使って動画カードをグループ化させてアイデア

を集約させる

動画カードに注釈で追加される情報には，背景設定や

操作結果の詳細があるアイデアの実演を始める前や終

了後には，背景設定や織作結果の詳細を口頭で説明す

るケースが多い通常ならば，ビデオクリップを再生させな

いと口頭による説明を碗認できないため，内容犯憶に時

1mがかかってしまう実証~直後に，演じた本人が背jjt股定

や燥作結果の要約をカードに書き込めば，ビデオクリップ

を再生させなくても概要を把握することができる

動画カードには，まだ完成していないγステムの動作干

想図が描き込まれる場合もあるプレインストーミングで新

しいシステムのアイデアを検討している段階では，新シス

テムは存在していないつまり，新しいシステムのアイデア

が思い浮かんでも，それを桜じるために築物を利用するこ

とはできないそのため，惣定しているシステムに近い代

用品を使って演じることになる演技に使用するのが不完

全な代替品でも，演じている本人ならば頭の中で足りない

機能を忽像することができるしかし，その蹴技を見ている

他の参加者には不完全な代替品が見えているだけなので，

まだ足りない機能を頭の中で想像する事ができないこの

イメージの差を埋めるために，演じた本人は自分の頭なか

にある機能を図としてベンで描き込むすなわち，搬影し

たビデオクリップから作成された動画カードには代用品を

使ってち~技している自分の姿が表示されてbもので，その

上から自分の頭なかにある機能を儲き込んで， {I也の参加

者にその内容を説明する
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4.利用評価
4.1.評価方法

動画像と手書きの注釈や絵を組み合わせて作成した

low-fidelityなプロトタイプが上手く機能するか，そして，

Lo-Fi Scriptwriterがシステム開発現場で有効かを評価す

るために，現役のデザイナによる利用評価を行った.具体

的には，情報機器メーカーのデザイナ 2名(協力者)に協

力してもらい，高齢者向け情報家電開発プロジェクトの要

求調査にLo-FiScriptwriterを使用してもらった.

評価内容は，次のとおりである.まず，協力者は新しい

情報機器の利用方法を示したビデオクリップを情報家電

のユーザとして設定された高齢者に説明する.このビデオ

クリップには，完成後の情報家電をユーザが利用するスト

ーリが演じられている.開発中の情報家電にはソフトウェア

がまだ実装されていないため，画面が表示されない.そこ

で，ペンで書き込んだ完成後の画面イメージをビデオクリ

ップに重ねて表現する.このペンで番かれた絵とビデオク

リップで作成したlow-fidelityなプロトタイプを使って，ユー

ザである高齢者にまだ存在していないシステムの利用方

法を上手く伝えられるかどうかを調査する.

同時に，要求分析の作業中に，協力者が Lo-Fi

Scriptwriterを簡単に使えるかどうか調査する.協力者は

Lo-Fi Scriptwriterを使ってビデオクリップの内容を高齢者

に説明し，余裕がある場合は，高齢者の意見を注釈として

ビデオクリップに書き込む.この作業の円滑性を調査する

ことでtLo-Fi Scriptwriterのユーザインタフェースの改良

点を洗い出す.

全ての作業の終了後に，協力者は Lo-FiScriptwriter 

の有効性に関するアンケートに回答する.なお，今回の評

価はtLo-Fi Scriptwriter改良の方向性を確認するための

早期評価であるため，少人数の協力者を対象とした定性

的な評価を行う.

4.2.評価結果

アンケートの質問項目とそれに対する協力者の回答を

表 1に示す.質問内容は次の7項目である:(1)ビデオクリ

ップ内容説明の容易性t(2)ユーザ意見の記録の容易性，

(3)ビデオクリップ内容についての説明相手の理解度t(4) 

ユーザの意見と該当シーンの関連付けの容易性，

(5)Lo-Fi Scriptwriter全体の評価t(6)Lo-Fi Scriptwriter 

の改善点t(7)その他.2人の協力者の回答は右列にまと

めた.

4.3.議論と課題

利用評価の結果からLo-FiScriptwriterの使いやすさを

向上するために，次の3つの問題を解決する必要があるこ

とが判明した.

表1. 協力者による利用評価結果

質問項目 回答

Lo-Fi Scriptwriterを使ってビデオクリップを 自分で作ったビデオクリップでないと難しい

ユーザに説明することは容易でしたか? 一度再生すると最後まで止められない(止め方が困難)ので上手く説明できない.

Lo-Fi Scriptwriterを使ってユーザが述べ 話しながら書くのは難しい.コメントを書き取るタイミングがない.

た意見の内容を記録するのは容易でした ビデオの停止・書き込みが困難.あらかじめコマが全部見えたほうがいい.

か? ユーザの自由記述の内容は後から紙にメモをすることになるだろう.

ユーザはビデオクリップの内容を自分の立 お話として聞いているようだ.終わった後イメージを言葉で膨らませることが必要.

場に当てはめて想像することができたか? 文脈を十分に説明すれば，理解して頂けると感じた.

ユーザの意見と対応するビデオのシーンを 対応付けは頭の中でできる.

結び付けることは容易でしたか? 意見自体がディテールよりも全体的な所感なので，結びつける必要がなかった.

現在のLo-FiScriptwriterで現場のユーザ イメージを想像させる道具にはなりそうな予感.説明するのには役立つだろうと思う.

要求調査に役立つと思いますか? ムービーに書き込むことでシーンを説明することはできるが，評価・デザイン作業を

オンタイムで行うのはまだ困難だと感じた.

現場で使えるようにするためには，どの点を 操作の融通性が必要.

改善する必要があると思いますか? 再生，停止のやり易さ.画面(書き込みのスペース)を大きくする.

その他 映像をその場で組み立てるようなことができたらよい.

映像ではなくてイラスト漫画のコマ送りでもいし、かもしれない.

具体的なシーンを見せるよりも，もう少し一般的なビデオクリップを見せたほうがいい

-23-



協力者はビデオの再生や停止という基本的な操作に戸

惑っていた.この問題は， (1)協力者がTabletPCの操作に

慣れていない， (2)ビデオクリップ操作用のメニュー項目の

サイズが小さく，ペンによる選択が難しい，という Lo-Fi

Scriptwriterのインタフェースの特徴に起因している.

しかし，慣れの問題やインタフェースの問題とは別の問

題点が存在している.説明相手が液晶画面を見やすいよ

うに，協力者はタブレット形状のTabletPCを対面にいる相

手の顔に向けて使用していた.そのため，協力者は横から

画面を覗き込みながらベン操作を行う必要があった.

Tablet PCと専用ペンは液晶画面に正対して操作する場

合に最も使いやすいようキャリプレーションしであったため，

今回のように横から覗き込んで操作すると，ペン先とマウス

カーソルの位置がずれてしまう.

この問題点は，複数の人聞が共同でシステムを利用す

ることの困難さを示している.今回の利用評価では，ユー

ザとデザイナの二人だけが Lo-FiScriptwriterを使用した

が，プレインストーミングで作成した動画カードをグループ

化する作業では，さらに多くの人聞が複雑な作業を行わな

ければならない.そのため， Designers' Outpost[ 4]のように，

複数の人聞が共同でカード操作できる機能を追加する必

要がある.

ビデオクリップ作成・編集方法の充実

次に協力者は，ビデオクリップの作成方法を充実させる

必要性を問題点として挙げていた.協力者が説明しなけ

ればならないビデオクリップは，協力者自身が作成したも

のでないので説明しにくいという意見があった.当初，情

報家電を利用するストーリが表現されたビデオクリップを協

力者に作成してもらうことを予定していた.しかし，協力者

が今回の調査に参加する時聞が非常に短かったため，事

前に準備したビデオクリップを使用した.

これは，今回使用したビデオクリップは，協力者が普段

行う調査方法に適した形式ではなかった.結果的に協力

者からは，調査現場でシーンを組み立て，ビデオクリップ

の内容を柔軟に変更する機能の必要性が指摘されていた.

したがって，現場で行われる調査方法に適した，柔軟なビ

デオクリップの作成・編集機能を提供する必要がある.

動画像の説明と調査内容の記録の切り替え支援

最後に，話をしながら相手の意見を随時書き留めるの

は困難であるという問題点が挙げられる.動画像を説明に

使用すると，連続する多くのイベントを絶えず説明しなけ

ればならないため，ユーザの意見を書き留める余裕がなく

なってしまう.

この間題を解決するには，ビデオクリップ全編を一度に

説明するのではなく，トヒ・ック毎に区切ったシーン単位で

説明するという変更が必要になると考えられる.

5.おわりに
本研究では，動画像を要求分析の作業に直接利用で

きるようにし，さらに動画像を扱うコストを軽減する支援シス

テムLo-FiScriptwriterを開発し，その評価を行なった.

Lo-Fi Scriptwriterを使用し，動画像と手書き注釈を組

み合わせて表現することで，開発工程の非常に初期の段

階でユーザに新システムのインタラクションを伝えることが

できる.本稿では，現役のデザイナに Lo-FiScriptwriter 

の利用評価を行なってもらい， Lo-Fi Scriptwriterのユー

ザインタフェースの改良点を抽出することができた.

今後は，まず抽出された問題点を解決し，その上で，従

来システムとの比較実験と，実プロジェクトにおける利用実

験を行う予定である.
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